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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

昭
和
五
五
年
六
月
七
日
(
土
)
午
後
一
時
|
五
時

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
経
済
構
造
の
変
革
と
団
体
交
渉
の
変
容
」

講
師
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
学
長

'

'

P

ン

今

3
P
・
マ
コ

1

リ

ヨ

ン

大

学

教

授

，

通

訳

保

原

喜

志

夫

出

席

者

一

一

一

O
名

本
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
は
北
大
法
学
論
集
第
一
一
一
一
巻
第
二
号
二
八
九
頁

以
下
参
照
。

昭
和
五
五
年
七
月
一
八
日
ハ
金
〉
午
後
一
時
半
|
五
時

「
員
山
青
果
の
歴
史
劇
」

講
師
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
セ
ン
ト
・
ア
ソ
ト
ニ
l
ズ
・
コ
レ
ジ

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
パ
ウ
エ
ル
博
士

出

席

者

二

五

名

報
告
者
四
ユ

S
3
4
4刊
口
博
士
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
モ

l
ド
リ
ン
・

コ
レ
ジ
を
終
え
た
後
、
日
本
近
代
文
学
特
に
近
代
演
劇
の
成
立
に
つ
い
て
研

究
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
論
文
で
学
位
を
取
り
、

そ
の
後
も
松
井
須
麿
子
か
ら
築
地
小
劇
場
、
前
進
座
に
い
た
る
ま
で
、
論
文

が
多
い
。
ち
な
み
に
、
同
行
の
】
同

S
白
夫
人
も
、
近
代
日
本
文
学
専
攻
で
、

「
文
壇
」
の
文
芸
社
会
学
的
な
分
析
に
つ
い
て
本
を
書
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。報

告
は
、
員
山
青
果
の
歴
史
劇
を
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
そ
れ
と
の
比
較
に

お
い
て
、
狭
い
「
劇
塩
」
内
の
劇
評
よ
り
も
広
い
、
比
較
文
化
論
や
社
会
思

想
の
視
点
か
ら
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
出
席
者
の
中
に
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
に
親
し
ん
で
い
る
人
は
い
て
も
、
青
果
に
つ
い
て
は
、
名
を
知
る
人
も
少

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
o
報
告
は
日
本
の
知
識
人
が
、
自
国
の
文
芸
に

つ
い
て
と
か
く
疎
く
、
専
門
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
盲
点
を
、
横
合
い

か
ら
衝
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

歴
史
劇
は
、
日
本
の
演
劇
に
お
い
て
き
わ
め
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
る
。
英
国
に
お
い
て
も
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
歴
史
劇
は
そ
の
最
た
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
両
者
を
通
観
す
る
と
、
歴
史
劇
は
、
何
ら
か
の
意
味
に
お
け

る
権
力
批
判
が
存
在
す
る
と
い
う
歴
史
的
条
件
の
も
と
で
生
れ
る
(
青
果
の

リ
ベ
ラ
ル
な
態
度
、
エ
ロ
ザ
ベ
ス
朝
の
王
や
宮
廷
に
対
す
る
活
溌
な
批
判
〉

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
次
に
歴
史
劇
闘
の
性
格
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
手
が
か

り
を
挙
げ
て
、
青
果
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
を
比
較
し
、
さ
ら
に
青
果
も
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
、
座
付
き
役
者
と
し
て
台
本
を
書
い
て
来
た
こ
と
、
そ
の

こ
と
が
彼
ら
の
作
品
の
質
と
、
上
演
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
説
明
さ

れ
る
。科

白
の
美
し
さ
が
歴
史
劇
の
生
命
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
科
白
の
美
と
史
実
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報

へ
の
忠
実
と
い
う
こ
つ
の
-
要
請
が
衝
突
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
青
果
の
歴
史

劇
に
い
ち
じ
る
し
い
の
は
、
こ
の
場
合
、
決
し
て
史
実
を
犠
牲
に
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
史
実
へ
の
忠
実
は
、
青
果
の
作
品
に
お
け
る
ト
書

き
の
詳
細
さ
(
こ
の
辺
重
要
な
例
を
朗
読
)
や
そ
の
基
礎
に
あ
る
驚
く
べ
く

徹
底
し
た
考
証
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
歴
史
劇
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
が
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
面
白
い

も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
、
外
国
人
の
観
客
に
青
果
の
戯
曲
が
訴

え
て
来
る
の
は
、
作
品
が
は
っ
き
り
し
た
構
成
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
核
に
な
っ
て
い
る
の
は
作
品
中
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
で
あ
る
。
日
本

の
演
劇
で
は
、
は
っ
き
り
し
た
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
も
っ
た
作
品
は
め
づ
ら
し

、U

雑

、，1，
丹、

報
告
に
お
い
て
、
対
象
を
と
り
上
げ
る
角
度
が
広
い
範
囲
に
わ
た
る
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
国
文
学
、
英
文
学
の
方
か
ら
も
め
づ
ら
し
い
顔
ぶ
れ
が
出

席
さ
れ
、
討
論
も
、
青
果
の
伝
記
、
青
年
期
の
挫
折
・
孤
立
と
考
証
癖
と
の

関
係
、
青
果
と
マ
ル
ク
ス
主
義
、
報
告
者
の
い
わ
ゆ
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
は

何
か
、
日
本
の
国
民
性
と
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
の
関
係
、
等
々
、
多
岐
に
わ
た

り
活
溌
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
五
年
一

O
月
一
七
日
(
金
)
午
後
一
時
半
|
四
時
半

「
公
共
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
に
つ
い
て
」

講

師
出
席
者

遠
藤
博
也

二
四
名

公
共
施
設
の
建
設
、
設
置
、
管
理
な
ど
の
問
題
を
取
扱
う
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
周
辺
の
土
地
、
さ
ら
に
広
が
り
を
も
っ
た
周
辺
の
地
域
を
も
あ
わ

せ
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
が
周
辺
の
土
地
や
地
域
に
環
境
上

の
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
は
、
地
域
の
経
済
的
社
会
的
構
造
に
深
刻
か
っ
急

激
な
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
が
少
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
、
昭
和
四

0
年
代
に
入
っ
て
立
法
上
に
も
澄
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
①

昭
和
四
一
年
防
衛
施
設
周
辺
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
、
②
四
二
年
公
共
飛

行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
、

③
四
七
年
琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
、
④
四
八
年
水
源
地
域
対
策
特
別

措
置
法
、
⑤
四
九
年
発
電
用
施
設
周
辺
整
備
法
、
⑥
四
九
年
防
衛
施
設
周
辺

の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
(
上
記
①
の
大
改
正
〉
、
⑦
四
九
年

上
記
②
の
大
改
正
、
③
五
一
一
一
年
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置

法
、
⑨
五
五
年
幹
線
道
路
の
設
置
の
整
備
に
関
す
る
法
律
な
ど
が
そ
の
例
で

あ
る
。こ

れ
ら
は
、
主
と
し
て
空
港
な
ど
の
騒
音
対
策
等
か
ら
出
発
し
、
い
わ
ば

事
業
損
失
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
第
一
グ
ル
ー
プ
(
上
記
①
②
⑥

⑦
③
③
)
と
、
主
と
し
て
大
規
模
公
共
施
設
等
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
影
響

に
対
す
る
地
域
振
興
対
策
等
を
目
的
と
す
る
第
二
グ
ル
ー
プ
〈
上
記
③
④
⑤
)

と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
沿
革

を
中
心
と
す
る
比
較
検
討
、
第
二
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
内
容
上
の
比
較

検
討
を
加
え
た
上
で
、
最
後
に
以
下
の
問
題
点
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
公
共
施
設
と
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
る
法
制
の
検
討
、

ω
公
用
収
用
の

公
共
性
、

ω
生
活
再
建
と
富
市
業
損
失
、

ω
利
害
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
費
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用
負
担
、
制
紛
争
ア
セ
ス
メ
ン
ト
。

(
な
お
、
詳
細
は
本
誌
別
掲
の
同
名
の
遠
藤
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
)
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